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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ホモ二量体を形成し、細胞増殖を制御する主要な代謝遺伝子、ならびに呼吸、ヘム生合成、ミトコンドリアDNAの転写および複製に必要な核遺伝子の発現を活性化する転写因子として機能するタンパク質をコードしています。このタンパク質は、神経突起伸展の制御にも関与しています。選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。この遺伝子は、公式の記号がNFE2L1である「核因子（赤血球由来2）様1」とNRF1という共通の記号を使用しているため、文献データベースにおいて混乱が生じています。[RefSeq提供、2014年5月]、機能：EIF2S1（EIF2-α）遺伝子の発現を活性化する転写因子。主要な代謝遺伝子の転写調節と細胞増殖および発達を結び付けます。呼吸、ヘム生合成、ミトコンドリアDNAの転写および複製に必要な核遺伝子の制御に関与する。,PTM：リン酸化はDNA結合を促進する。,類似性：NRF1/Ewgファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。二量体としてDNAに結合する。PPRC1と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現し、骨格筋で最も強く発現する。,
	研究分野
	ハンチントン病;
	画像データ
	

	NRF1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはNRF1ペプチドでブロッキングされている。
	

	NRF1 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	NRF-1 ポリクローナル抗体を使用した 3T3 細胞のウェスタン ブロット分析。

